最後 の マッ コウ クジ ラ ハ ン ター 
北大 西洋 で 。 
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「 多 く の 捕 鯨 船 が アゾ レス 諸島 か ら や っ て 来 て 、 ナ ンタ ケッ ト か ら の 船 が これ ら 
の 岩 だ ら け の 島 の 強い 農民 と 一 緒 に 乗組 員 を 熟考 する た め に 人 を 下ろ し ます ... 理 
由 は わか り ま せん が 、 最 高 の 捕鯨 船 が 採用 され る の は 島民 の 一 人 で す 。 「」 
(ハー マン ・ メ ル ヴ ィ ル 、 白 鯨 、1851 年 ) 


朝 の 6 時 、 夜 明け が 明け て 、 上 岸壁 を 渡り ます 。 二 人 の 男 が 反対 方 向 に 同じ 旅 を し 
、 私 た ち は す れ 違 う 。 儀 式 の 「 ボ ン デ ィ ア 」 は 笑顔 で 交換 され ます 。 犬 だ けが 本 
当 に 活発 に 見 え 、 足 の 間 に 銃 口 を 持っ て 食べ 物 を た ゆま ず 探 し て いま す 。 


七 時 、 太 陽 が 地平 線 に 昇る 。 今 で は 10 人 以上 が 落ち 着い て お し ゃ べり し な が ら 

歩き 回 っ て いま す 。 風 化し た 顔 に 毛むくじゃら の 白い あご ひげ を 生やし た 男 が 、 
深い 緑色 の 目 で 私 を じっと 見 つめ て いま す 。 突然 、 爆 竹 が 爆発 し ます 。 そ れ は 一 
般 的 な 陶酔 感 で あり 、 私 た ち は 背中 を 軽く た た き 、 握 手 し 、 ほ と ん ど パ ー テ ィ ー 
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で す 。 今朝 は マッ コウ クジ ラ 狩 り が あり ます 。 展 望 台 は 海岸 か ら 数 キロ 離れ た と 
ころ に ある も の を 見 つけ まし た 。 帆走 捕鯨 船 が 進 水 し ま す 。 私 を 除い て 、 そ れ は 
活気 に 満ち て いま す 、 私 は まだ 待っ て いま す 。 


古い 、 無 精 ひ げ を 生やし た 、 無 情 な 、 私 を 見 て 、 彼 の 永遠 の お 尻 か ら 最 後 の 一 吹 
き を 取り ます 。 こ こ で は 、 彼 は 最も 尊敬 され て いる 人 で あり 、「 マ スタ ー」、 マ 
スタ ー と 呼ば れ て いま す 。40 年 以上 の 狩猟 経験 。 私 た ち は ボ ー ト に 彼 以上 の も 

の を 期待 し て いま す 。 片 方 の 手 を 船体 に 置き 、 も う 片 方 の 手 で 十字 架 の 印 を 付け 
、 も う 一 度 私 を 見 て 、 承 認 を うな ず き ま す 。 だ か ら 私 も 狩り に 参加 し ます 。 





マッ コウ クジ ラ か ら 約 0.5 キ ロ 離 れ た と ころ に ある モー ター 捕鯨 船 の 底 に 緊張 し 
て 倒れ 込み ます 。 ほ ぼ 虹 想 的 な 沈黙 が イン スト ー ル され まし た 。 今後 、 ジ ェ ス チ 
ャ ー は 言語 に な り ま す 。 世 界 の ほぼ 中 心 で ある 北大 西洋 で 失わ れ た 島々 の グル ー 
プ で ある アゾ レス 諸島 の ファ イア ル 島 の 首都 で ある オル タ の 港 を 出発 し ます 。 こ 
れ ら の 火山 玄武 岩 の 島 々 は 自然 の 呪文 で る る た め 、 す べ て に 謎 が 染み 込ん で いま 
す 。 生命 が 伝 統 の 先祖 代々 の 純粋 さ で 維持 され 、 自 然 が その すべ て の 魅力 を 維持 
し て いる 場所 で 、 魔 法 の 停止 。 


1832 年 以来 、 ア ゾ レ ス 諸 島 は 常に 同じ 方 法 で マッ コウ クジ ラ を 狩っ て いま す 。 
これ は バス ク 人 か ら 学 び 、 狩 り と いう より は 人 種 の よう に 見 えま す 。 北大 西洋 の 
波 と 荒波 の 間 を 滑っ て マッ コウ クジ ラ に 追い つき 、 マ スト を 腕 の 長 さ で 持ち 上 げ 
、 帆 を 上 げ 、 静 か に 近づき 、 マ ッ コ ウ ク ジ ラ を 肺 に 投げ 込み 、 引 きず られ る 必要 
が あり ます 。 そ し て 、 完 全 に 使い 果たさ れる まで 、 モ ンス ター、 真 の 水生 ロデオ 
に 翻弄 され まし た 。 そ し て 何より も 、 他 の 島々 か ら の 他 の 捕鯨 者 に 先んじ て 、 ク 
ジラ 類 を 追い 求め て いま す 。 し た が っ て 、 狩 猟 は 、 日 本 、 ノ ルウ ェ ー、 ロ シア の 
捕鯨 工場 に よっ て 行わ れる も の と は 大 きく 異な り ま す 。 こ れ ら の 工場 は 、 高 度 な 
技術 の お か げ で 、 こ の 産業 を ほぼ 完全 に 独占 し て いま す が 、 そ れ で も 禁輸 措置 が 
と られ て いま す 。 





歴史 的 に 、 ア ゾ レ ス 諸 島 で の 捕鯨 は 1760 年 に 始ま り ま し た 。 そ れ は 、 ネ イ テ ィ 
ッ ク イ ン デ ィ ア ン か ら 技 術 を 学ん だ アメ リカ 人 に よっ て 導入 され まし た 。 1 年 で 
、 ア ゾ レ ス 諸 島 は 、 ク ジラ 類 を 探し て いる 60 人 以上 の 捕鯨 者 に と っ て 、 最 も 重 
要 な 途中 降 機 、 供 給 、 狩 猟 の 場 に な り ま し た 。 外 国 の 独占 の た め に 、 マ ッ コ ウ ク 
ジラ 狩り は 島民 に と っ て 本 当 に 有益 で は あり ませ ん で し た 。 し た が っ て 、 こ の 狩 


猟 艦隊 と 競争 する こと が で き な か っ た た め 、 ア ゾ レ ス 諸 島 は より 経済 的 な タイ プ 
の ボー ト を 開発 し まし た 。 


1894 年 、 ピ コ 島 の 住民 で ある マル ケッ ロ は 、 美 学 と 実用 性 を 兼ね 備え た 傑作 で 

ある 群島 の 最初 の 典型 的 な 狩猟 船 を 建造 し まし た 。 

「 こ れ ま で 海 に 出航 する の に 最も 完璧 な 水上 船 で す 」 と 海洋 学者 の ロバ ー ト ・ ク 
ラー ク は 書い て いま す 。 長 さ 10 て 12 メ ー ト ル 、 ガ フウ ィング と ジブ を 備え た ア 

ゾ リ アン 捕鯨 船 は 滴 ぐ で こと が で きま す 。 そ れ は 5 メー トル な の で 、 そ れ は 本 当 の 
ツア ー デ フォ ー ス で す 。 後部 の 「 マ スタ ー」 を 含む 7 人 の 男性 が 乗船 し て お り 、 

その 任務 は ボー ト を 操縦 し て ライ ン を 制御 する こと で あり 、 先 頭 の 満 ぎ 手 は 針 を 
兼 ち て いま す 。 セ メン トブ ロッ ク の よう に 短く て 巨大 な これ ら の ハン ター は 、 ハ 
ー マ ン メル ヴィ ル の 有名 な 白鯨 の 背景 と な っ た 幻想 的 な 時 代 の 最後 の 生き た 目撃 
者 で す 。 





狩り の シナ リオ は 常に 同じ で す 。 夏 に は 、 海 岸 治 い の 展 望 台 に 展望 台 を 設置 し 、 
海 を スキ ャ ン し て マッ コウ クジ ラ の 群れ の 到着 を 見 つけ ます 。 こ れ ら の 見 張り は 
信じ られ な い ほ どの 視力 を 持っ て お り 、 ほ と ん ど が 経験 豊富 な 元 ハ ンタ ー で す 。 





クジ ラ の 水流 を 見 つけ る こと が で き 、 こ の 噴水 の 水量 か ら 種 の サイ ズ を 決定 する 
こと さえ で きま す 。 ク ジラ が 見 つか る と すぐ に 、 見 張り は 村人 に 警告 する た め に 
ご ち そ う の 日 の よう に 爆竹 を 発射 し ます 。 ハ ンタ ー た ち は 、 モ ー タ ー ボ ー ト で あ 
る 「 ラ ンチ ャ 」 に 曳航 され た 捕鯨 船 で 狩猟 エリ ア に 駆け つけ ます 。 導入 され た 2 
つの 最新 の イノ ベー ショ ン は 、 モ ー タ ー ボ ー ト と 無線 電話 だ け で し た 。 動物 か ら 
約 300 メ ー ト ル の と ころ で 帆 が 上 げ ら れ 、 大 西洋 の ジェ ッ ト コ ー ス ター の 間 で 狩 
り が 始ま り ま す 。 ボ ー ト の 船首 に 立っ て 、 熱 狂 的 な 外 は 直角 を 待っ て 、 三 角形 の 
先端 を 持つ 5 て 6 フィ ー ト の 長 さ の 槍 を 投げ ます 。 負傷 し た マッ コウ クジ ラ は 油 
ろ る しい 速 度 で 潜水 する た め 、 火 が つか な いよ うに ライ ン を スプ レー する 必要 が あ 
り ま す 。10 時 間 の 不 確 実 な 戦い が 始ま っ た ば か り で す 。 い くつ か の 勝利 が あれ 
ば 、 同 じ く らい 多く の 敗北 も あり ます 。 時 に は 、 よ り 投 狙 な マッ コウ クジ ラ が 、 
針 が 海 の 深海 に 投げ 出さ れ て 姿 を 消す 前 に 潜水 し ます 。 ま た 、 針 が クジ ラ の 肺 に 
穴 を 開け な か っ た た め 、 船 長 の 命令 に より 、8 時 間 の 闘 省 の 後に ロー プ を 切断 す 
る 必要 が あり ます 。 夫 や 息子 が 無傷 で 土地 に 触れ る の を 待っ て いる 不安 な 女性 の 
視線 の 下 で 、 私 た ち は し ば し ば 疲れ 果て て 手ぶら で 港 に 戻り ます 。 


クジ ラ の 体 は モー ター ボー ト で ArmacoesBaleeiras ReunidasLtd。 の 工場 に 曳航 
され ます 。 ピ コ 島 で 。 長 く て 鋭い ヘラ で 武装 し た 海 の 肉屋 は 、 油 を 取り 除く た め 
に オー ブン に 運ば れ た ベー コン の 大 き な ス トリ ッ プ を 切り 刻み まし た 。 熱 の 影響 
で 、 大 釜 の ベー コン は 油 に 変わ り ま す 。 次 に 、 製 錬 所 は 油 を 水 に 注ぎ 、 油 を 冷却 


し て 精製 し ます 。 油 の 比重 は 水 よ り も 低く 、 不 純 物 が 底 に 沈む 間 、 油 は 表面 に 浮 
きま す 。 次 に 、 ふ る い に 注 ぎ 、 樽 に 入れ ます 。 他 の 労働 者 は 、 鯨 ひげ を 生やし た 
クジ ラ の 上 宮 を 切り 離し た り 、 マ ッ コ ウ ク ジ ラ の 象 中 の 歯 を 集め た りす る た め に 
働い て いま す 。 





夜 が 明け る と 、 カフ ェ が 活気 づき ます 。 その 日 の 狩り は 上 下 し 、 誰 も が 自分 の コ 
メン ト を 持っ て いま す 。「 ア グ ア ル ディ エン テ 」 の 蒸気 が 空気 に 香り を 付け ます 
。8 時 に 激しく 話し 合い 、10 時 に この 液体 殺虫 剤 の 影響 で ハエ の よう に 倒れ ます 
。 そ し て それ は 良い こと で す 、 私 た ち は 1 日 24 時 間 死 の 考え で 生き る こと は で き 
ませ ん 。 で すか ら 、 私 た ち は 危 険 を 忘れ な けれ ば な り ま せん 。 最 初 か ら 狩 り で 亡 
く な っ た 120 人 の 友人 を 忘れ な けれ ば な り ま せん 。 明 日 は また 始ま る こと を 忘れ 
て .… 多 分 


(1981 年 3 月 13 日 に モン トリ オー ル の 新聞 Le Devoir に 掲載 され た レポ ー ト ) 





クジ ラ 類 と 人 間 。 


捕鯨 と その 肉 、 脂 肪 、 骨 に 由来 する 製品 は 、 私 た ちの 歴史 の 中 心 で す 。 当 初 、 海 
の 狩猟 は 主 に イヌ イッ ト の 所 有 物 で あり 、 ク ジラ 、 イ ッ カ ク 、 シ ロイ ルカ 、 セ イ 
ウチ 、 ア ザラ シ の 5 つの 種 に 依存 し て いま し た 。 イ ヌイ ッ ト は 海岸 沿い に と ど ま 
り 、 絶 対 に 必要 な アザ ラ シ や クジ ラ を 狩り まし た 。 ア ザラ シ と セイ ウチ の 生肉 は 
、 彼 ら が 自分 自身 を 養い 、 犬 の 群れ を 養う た め に 不可 欠 で し た 。 長 い カ ヤッ ク や 
防水 ブー ツ 、 ス トラ ッ プ 、 ヒ ッ チ を 作る た め の 肌 。 彼 ら が 使用 し た クジ ラ か ら は 


、 油 と 肉 に 加え て 、 犬 ぞ り の スケ ー ト 靴 の 裏 を 彫っ た 固い 骨 が 使わ れ て いま し た 
。 ク ジラ の そびえ 立つ 骸骨 は 家 の 骨 組み と し て 使わ れ 、 鯨 ひげ は 漁網 や 弓矢 の 製 
造 に 使わ れ ま し た 。 


12 世 紀 か ら 14 世 紀 の 間 、 レバ スク は バイ ヨン ヌ と ビル バ オ の 間 の 海岸 に 沿っ て 
捕鯨 を 行っ て いま し た 。 ビ アリ ッ ツ は 3 世紀 の 間 、 バ スク 捕鯨 者 に と っ て 最も 重 
要 な 港 で し た 。 バ スク 人 は 成功 と 需要 と 供給 の 増加 に 勇気 づけ られ 、 公 海 で クジ 
ラ を 追い か け 始 め ま し た 。 そ の た め 、 バ スク 人 は ヨー ロッ パ の 海岸 を 北上 し 、 
1412 年 に アイ スラ ンド に 到着 し まし た (ルス ポリ ) 。 バ イキ ング の 島民 と 彼ら 
の サガ と 接触 し て 、 彼 ら は 確か に クジ ラ が 避難 する で あろ う 神 話 上 の 土地 、 ヴ ィ 
ン ラ ンド の 存在 を 知り まし た 。 ア イス ラン ド か ら ア メリ カ ま で 、 こ れ ら の ベ テ ラ 
ン の 船員 に と っ て 簡単 な ステ ッ プ は 1 つ だ け で す 。 歴史 的 に 認め られ た デー タ に 
よる と 、 ヴ ァ イ キ ング (北欧 ) は 9 世紀 に スカ ンジ ナビ ア か ら ア イス ラン ド と グ 
リー ン ラ ンド に 移動 し 、 そ の 後 ラ ブラ ドー ル 海 岸 と 地球 の 新しい 島 に 到達 する た 
め に 西 に 探索 を 続け まし た 。 当 分 の 間 、 そ し て 他 の 方 法 で 証明 され る まで 、 ヘ へ ヘル 
ラン ド は バフ ィ ン ラ ンド に な り 、 マ ー ク ラン ド は ラブ ラド ー ル に な り ま す 。 バ フ 
ィ ン ラ ンド は 應 狩り で 最も 貴重 な 鳥 、 つ まり シロ ノスリ を 提供 し 、 ラ ブラ ドー ル 
は 必要 な 材木 を 提供 し まし た 。 ヴ ィ ン ラ ンド は 、 有 名 な 赤毛 の エイ リー ク の 息子 
で ある レイ フエ リク ソン が 、1000 年 頃 に 、 多 産 と 認め られ て いる 地域 の 中 心 部 
に 、 レ イフ ス ブ デ ィ ー ル と 呼ば れる 小さ な 交易 コロ ニー を 設立 し た アン ス オ ー メ 
ドウ ズ (ニュ ー フ ァ ン ドラ ンド ) に 位置 し ます 。 ク ジラ と タラ で 。 


ー 部 の 歴史 家 は 、 ヴ ァ イ キ ング の 後 の バ スク 人 も クリ スト ファ ー コ ロン ブス の 前 
に アメ リカ を 「 発 見 」 し 、 こ の 発見 を 秘密 に し て 、 タ ラ の 釣り と 捕鯨 の 独占 を 守 
り た いと 考え て いた と 考え て いま す 。 バ スク の 船員 は 国 に 奉仕 する 探検 家 で も 植 
民 者 で も あり ませ ん で し た が 、 商 業 活動 に 従事 する 漁師 で し た 。 し た が っ て 、 繁 
栄 す る 海路 を 秘密 に し て お く こ と が 重要 で す 。 (Jean-Pierre Proulx、1986) 





あ ラ 
1526 年 頃 、6 月 か ら 8 月 に か け て 、 セ ント ロー レン ス 湾 と 河口 で クジ ラ を 狩る た 
め に 数 十 隻 の 船 が バス ク 地 方 を 離れ まし た 。 ラ ブラ ドー ル と ニュ ー フ ァ ン ドラ ン 
ド の 海岸 、 ベ ル ア イ ル 海 峡 に 向かっ て 、 考 古 学者 は 「 バ レイ ン 」 オ イル の 処理 の 


た め の バ スク オー ブン の 存在 を 示す 遺跡 を 発掘 し まし た 。 バ スク 人 は セン トロ ー 
レン ス の 北海 岸 の 探検 を 続け 、1550 年 か ら ミ ン ガ ン 群 島 の 海域 で クジ ラ を 狩り 
に 来 ま し た 。19 世 紀 の 終 わり に 、 プ イジ ャ ロン の 伯爵 は 彼 の 日 記 に 構造 物 を 記 
し まし た 。 1970 年 代 に ルネ レベ スク に よっ て 行わ れ た 考古 学 的 発掘 が バス ク 人 
に よる イル ヌ エ と イル デュ アー ヴ ル デミ ン ガ ン で の 寮 の 使用 を 確認 し て いる 間 、 
石積 み の 。 大河 の 南岸 に ある バス ク 島 は 、1580 年 か ら 1860 年 に か け て 、 ク ジラ 
と アザ ラン シ の 油 を 処理 する た め の 最 も 重要 な 中 心地 に な り ま し た 。 南岸 の バス ク 
島 は 、 北 海岸 の サ グ ネ の 河口 に レ ・ ゼ スク マン と タ ド ウサ ッ ク が あり 、 カ ナダ の 
海岸 の 内 部 で 最も 多 作 な 海上 捕鯨 の 三角 形 を 形成 し まし た 。 


ノル マン 人 、 ブ ルト ン 人 、 ロ ケロ ア 人 は 50 て 100 ト ン の 船 を 持っ て いま し た が 、 
バス ク 人 は 40 て 70 人 の 乗組 員 が 乗せ た 200 て 400 ト ン の キャ ラベ ル 船 を 使用 し て 
いま し た 。 船 上 で は 、 船 底 が 平ら で 縁 が フレ ア 状 に な っ て いる 長 さ 20 て 30 フ ィ 
ー ト の 3<6 和 隻 の 漁船 (タラ ) また は 捕鯨 船 が 乗組 員 の 作業 に 使用 され まし た 。 

彼ら が 開発 し た 先祖 代々 の 技術 は 1980 年 まで 続き まし た 。 か つて 、 斑 点 を 付け 
られ た クジ ラ 、 捕 鯨 船 、 長 さ 8Bm、30c、 幅 1m、 幅 80c、 そ し て その 乗組 員 : 5 人 
の 滴 ぎ 手 、 操 和 能 手 、 針 が 獲物 に 向かっ て 航海 し ます 。 動物 か ら 200 メ ー ト ル 離 れ 
た と ころ で 帆 を 下げ 、 針 が で きる まで 溝 ぎ 手 が 引き 継ぎ ます 。 肺 を 突き 刺す 最初 
の 打撃 の 後 、 ダ イ ビ ン グ を 遅く し て 動物 を 疲れ させ る ブイ で 2 番目 の 針 が 発射 さ 
れ ま す 。 上昇 す る た びに 、 ク ジラ は 死ぬ まで ダー ツ と ジャ ベリ ン で 再び 打 た れ ま 
す 。 陸 に 持ち 帰り 、 ク ジラ を 必殺 し 、 ベ ー コ ン を オー ブン に 入れ て 溶かし た 脂肪 
を 集め 、 細 か いふ る い に 注 ぎ 、 油 を 樽 に 入れ ます 。 (ベラ ンジ ェ 、1971 年 ) 


油 を 準備 する た め の ス トー ブ を 作る こと に 加え て 、 彼 ら は 太陽 に さら され る こと 
に よっ て タラ を 乾燥 させ る た め に そこ に 足場 を 建て まし た 。 バ スク 人 は 、 フ ラン 
ス の 嫌悪 者 が ます ます 要求 する 毛皮 と 引き 換え に 、 製 造 さ れ た 製品 を 交換 し た 最 
初 の 人 の 1 人 で し た 。 こ れ を 行う た め に 、 彼 ら は ヨー ロッ パ か ら 何 百 も の 金属 物 
体 を 輸送 し ます : ナイ フ 、、 調 理 鍋 だ け で な く 、 ガ ラス ビー ズ と 衣類 も 。 最 初 
、 バ スク 人 は エス キモ ー を 心から 扱い まし た 。 し か し 、1610 年 、 ト ロイ 戦争 の 
よう に 、 エ スキ モー の 首長 の 妻 が 誘拐 され 、 粉 に 火 が つい た 。 世紀 を 通し て 、 バ 
スク 人 は 自分 た ち を 守り 、 エ スキ モー の 侵入 か ら 船 を 武装 させ な けれ ば な り ま せ 
ん で し た 。 一 方 、 レ ジュ ー ヌ 神父 は 人 魚 鐘 の 最 中 に 若い バス ク 人 が 彼ら に 食べ られ 
た と 報告 し て いる が 、 関 係 は アメ リカ 先住 民 と の 友好 関係 を 保っ て いた 。 そ の 後 
、1636 年 頃 、 ス ペイ ン と フラ ンス の 間 の 戦争 に より 、 バ スク の 船 と 乗組 員 が 徴 
用 され まし た 。 オ ラン ダ 人 は 捕鯨 の 技術 を 学ぶ た め に バス ク 人 を 雇う 機会 を 得 ま 
し た 。 わ ず か 数 年 で 、 強 力 な Noordsche Companied'Hollande は グリ ー ン ラン ド 
と スピ ッ ツ ベル ゲン で の 狩猟 を 独占 し まし た 。 ア ム ス テ ル ダム は 、 石 油 と クジ ラ 
の 最も 重要 な ヨー ロッ パ 市 場 に な り ま す 。 


1685 年 、 バ スク 地方 に は 721 名 の 経験 豊富 な 船員 し か いま せん で し た が 、 そ の 強 
さ は わずか 18 隻 で し た 。 そ の 後 、1700 年 頃 、 バ スク や 他 の 捕鯨 者 の 大 多数 が セ 


ント ロー レン ス 湾 を 離れ 、 現 在 グ リー ン ラ ンド に 集中 し て いる クジ ラ の 群れ を 追 
いか け ま し た 。 (Frenette、1996:Belanger、1971) 。 そ の 後 、 捕 鯨 者 た ち は 移 
動 の 旅 で クジ ラ が た どっ た ルー ト を た どり 、 イ ヴァ ン ・T・ サ ンダ ー ソ ン は こう 
言い まし た 。 ク ジラ を た どる こと で 、 西 側 は 惑星 を 発見 し て 征服 し まし た 。 


1688 年 頃 、 ア メリ カ 植 民 地 の 経済 状況 を 調査 する た め に アメ リカ に や っ て きた 
イギリス 国王 の 使節 は 、 ビ ー バ ー や その 他 の 搾取 され た 毛皮 動物 の 数 が 減少 し た 
後 、 捕 鯨 を 東海 岸 諸 国 の 経済 エン ジン に する こと を 推奨 し まし た 。 。 実際 、 鯨 
油 は 、 当 時 完全 に 拡大 し て いた アメ リカ の 家 や 都市 を 照ら す た め に 利用 で きる 唯 
ー の エネ ルギー 源 で し た 。1748 年 、 捕 鯨 と 石油 貿易 は アメ リカ の 経済 成長 の 強 
力 な 要因 と な り 、 こ の 繁 栄 する ビジ ネス の 中 心 は 、 ハー マン メル ヴィ ル の 有名 な 
白鯨 に 影響 を 与え た ケー プ コ ッ ド 沖の 島 、 ナ ンタ ケッ ト に あり まし た 。 海 の 暴君 
と 対 財 し 、 ク エー カー の 宗教 派 に よっ て 聖書 の 邪悪 な り ヴ ァ イ ア サン と 評 さ れ た 
精子 捕鯨 。 し か し 、 こ の 大 悪魔 は 、 彼 の 最大 の 不幸 に 、 象 直 の 歯 な どの 前 例 の な 
い 富 を 持っ て いま し た 。 ア ンバーグ リス は 、 調 香 師 や 鯨 中 、 ま た は クジ ラ の 白 に 
非常 に 人 気 が あ り 、 キ ャ ンド ル メ ー カ ー に も 切望 され て いま し た 。 (Cazeils、 

2000) 確か に 、 ク ジラ の 白 は 美しい 炎 を 最も 鮮明 で 明る いも の に し 、 化 粧品 業 
界 が マッ コウ クジ ラ の 龍 江 香 の 肌 香 の 香り 、 特 に 自然 を 固定 する その 巨大 な 力 を 
発見 し た 間 、 そ の 名 声 は 記録 的 な 速 さ で 世界 中 に 広まり まし た エッ セン ス 。 


実業 家 が 新しい 商品 を 開発 する に つれ て 、 ク ジラ は 非常 に 人 気 が 高まっ て いま し 
た 。1780 年 頃 の オラ ンダ と イギリス の 間 の 戦争 は 、 両 国 の 捕鯨 産業 に 致命 的 な 
打撃 を 与え 、 ア メリ カ 人 が 順番 に 支配 する こと を 可能 に し まし た 。 大 規模 な 石油 
トレ ー ダ ー は 、 ト レー ダー に よっ て 市 場 に も た ら さ れ た 革新 か ら 大 き な 利 益 を 得 
まし た 。1850 年 まで に 、 捕 鯨 船団 は 70.000 人 以上 の 男性 を 雇用 し まし た 。 動 物 
の 809%% が アメ リカ の 捕鯨 者 に よっ て 捕鯨 され た 捕鯨 の 偉大 な 期間 は 1900 年 頃 に 
終わ っ た (McHugh、1974) 


ク ジラ の 脂肪 は 調味 料 と し て 機能 し 、 揚 げ 物 に 使用 され まし た 。 肝臓 と 舌 が 最も 
愛さ れ 、 ロ ー ス ト さ れ て 食べ られ まし た 。 肉 は 動物 向け 食品 と し て 使用 され まし 
た 。 こ の オイ ル は 、 口 紅 や その 他 の 化粧 品 、 ニ トロ グリ セリ ン 、 塗 料 顔料 、 印 刷 
イン キ 、 殺 虫 剤 な どの ワニ ス 、 ワ ックス 、 不 凍 液 、 透 過 油 、 ゼ ラチ ン な どの 優れ 
た 石鹸 や その 他 の 製品 に 加え て 、 時 計 の メカ ニズム や その 他 の モー ター の 優れ た 
潤滑 剤 に な り ま し た 。 。 骨 、 革 、 特 に 鯨 ひげ も 、 さ ま ざ ま な オブ ジェ クト の ホ 
スト を 作成 する た め に 使用 され ます 。 長 さ 5 て 6 フィ ー ト の クジ ラ の ペニス は ゴ 
ルフ バッ グ に 変わ り ま し た 。 帝国 が その 背後 に 形成 され た 今日 の 石油 の 時 代 と 同 
じ ク ジラ の 時 代 を か つて 話す こと が で きる ほど で す 。 ろ うそ く の 会 社 、 ム スク の 
製造 業者 、 薬 、 傘 、 ブラシ 、 コ ルセット 、 ボ タン 、 そ し て より 芸術 的 に は 、 マ ッ 
コウ クジ ラ と ホー ンカ ッ タ ー の 象 路 の 彫刻 家 に つい て 考え て みて くだ さい 。 


た だ し 、 こ の 点 で 日 本 は 例外 で す 。 欧米 で は 、 い くつ か の 宣伝 キャ ン ペ ー ン に も 
か か わら ず 、1947 年 の イギリス の よう に 牛肉 が 不足 し た 場合 を 除い て 、 ヨ ー ロ 
ッ パ と アメ リカ で は 鯨 肉 は ほとん ど 消 費 さ れ て いま せん 。 ノ ルウ ェ ー の 会 社 コ ス 
モス だ けが それ の 市 場 を 作る こと に 成功 し まし た 。 鯨 肉 動物 飼料 の 形 で 。 シ ロナ 
ガス クジ ラ は 犬 や 猫 を 養う た め に 駆除 され まし た 。 日 本 で は 、 シ ー フ ー ド に 焦点 
を 当て た 食 習慣 が 鯨 肉 に 牛肉 の 消費 に 取っ て 代わ る 独特 で 高く 評価 され て いる 食 
品 の 地位 を 与え て いる の と は 異な り ま す 。 
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クジ ラ の すべ て の 部 分 が 使用 され て 食べ られ ます 、 日 本 人 は 何 も 無駄 に し ませ ん 
。 尻尾 の 付け 根 か ら の お いし い お 肉 で ある オノ ニー は 、 主 に 刺身 の みじん 切り に 
使用 され 、 生 で 食べ られ ます 。 背 中 と 腹 の 赤 身 の 赤 身 は グリ ル に 使わ れる か 、 ム 
ナニ ク ( 胸 ) と アブ ラス ノコ (ひれ ) を 混ぜ た ハム と ソー セー ジ に 変身 し ます 。 
スノコ 、 額 と 腹 の 間 の 溝 か ら の 肉 と 脂肪 が クジ ラ の ベー コン を 形成 し ます 。 油 中 
の 脂肪 酸 は マー ガリ ン を 形成 し ます 。 最 後に 、 コ ヒゲ (ガム ) 、 フ キワ タ ( 肺 ) 
、 キ ャ ク ヒ ロ (小腸 ) 、 マ マ ワ タ (腎臓 ) 、 タ ケリ (ペニス ) 、 カ ブラ ボー ン ( 
鼻 軟 骨 ) が プラ イム カッ ト と 料理 で す 。 (板橋 、1986) 


皮肉 な こと に 、 ク ジラ を 完全 な 絶 減 か ら 救 っ た の は 1851 年 の 石油 の 発見 で し た 
。 鯨 油 を 燃料 と し て 徐々 に 置き 換え 、 石 油 、 主 に 灯油 が 新しい 時 代 を 迎え まし た 
。 鯨 油 の 価格 は 下落 し まし た が 、 運 営 費 は 上 昇 し まし た 。 捕鯨 船 は 1 つ ず つ 他 の 
事業 に 割り 当て られ る か 、 単 に 廃棄 され まし た 。20 世 紀 の 狩 猟 の 復活 は 、 ノ ル 
ウェ ー の Swend Foyn に よる 捕鯨 砲 と 爆発 物 の 頭 部 の 発明 に 対応 し 、 と り わ け 、 
1925 年 に 、 後 部 に 傾斜 し た 傾斜 路 を 備え た 工場 船 が 登場 し 、 海 の 大 オデ ッ セ イ 
の 拡大 を 可能 に し まし た 。 す べ て の 北極 海 と 南極 海 で 、 こ の よう な 工 船 は 、1 回 
の 釣り 旅行 で 2.000 頭 以上 の クジ ラ を 扱う こと が で きま し た 。 そ の 日 か ら ノ ルウ 
ェ ー は 重要 な プレ ー ヤ ー に な り 、 数 年 以内 に 世界 中 に 狩猟 ステ ーション を 設立 し 
まし た 。 早く も 1913 年 に 、 シ ャ ルコ ッ ト 博 士 は 警鐘 を 鳴ら し 、 ク ジラ の 防 知 ら 
ず な 大 虐殺 を 公 に 非難 し 、 若 い 子 牛 の 保護 を 確保 し 、 保 護 区 域 を 確立 する た め の 
国際 協定 に 迅速 に 署名 する こと を 要求 し まし た 。 (Cazeils、2000) 


第 一 次 世界 大 戦 の 経験 は 、 脂 肪 の 供給 が ドイ ツ の アキ レス 用 で ある こと を 示し ま 
し た 。 ヒ トラ ー は その 教訓 を 理解 し 、1933 年 に 捕鯨 船団 を 建設 する 意向 を 発表 
し まし た 。 す べ て の パン 屋 と レス トラ ン は 、1935 年 に 鯨 油 を 含む マー ガリ ン の 
使用 を 余儀 な くさ れ ま し た 。 こ の 法令 は 、 ナ チ ス ドイ ツ が 戦時 経済 を 確立 し て い 
る こと を 明確 に 砂 し て いま し た 。 


第 二 次 世 界 大 戦中 、 鯨 油 の 必要 性 は 、 植 物性 脂肪 の 不足 を 補う た め だ け で な く 、 
特に 鯨 油 が 業界 で 爆発 性 の ニトロ グリ セリ ン の 製造 に 不可 欠 で ある た め に 非常 に 
増加 し まし た 。 記録 的 な 年 で ある 1938 年 に は 、55,000 頭 の クジ ラ 類 が 殺さ れ ま 
し た 。 発表 され た 虐殺 に 直面 し て 、1946 年 に 国際 捕鯨 委員 会 が 設立 され まし た 
。 そ れ は 実際 、 第 二 次 世界 大 戦 の 深刻 な 影響 を 受け た 捕鯨 産業 の 再建 を 目的 と し 
た 捕鯨 クラ ブ で す 。 何 年 も の 間 、 こ の 委員 会 は クジ ラ の 絶 減 の リス ク に 関す る 独 
自 の 科学 顧問 の アド バイ ス を 無視 し まし た が 、 ア イス ラン ド 、 ノ ルウ ェ ー、 ソ ビ 
エト 連邦 、 日 本 の よう な 国 は 権力 の な い 組 織 に よっ て 布告 され た 無害 な 制裁 を 無 
視 し まし た 。 大型 鯨 類 の 商業 的 狩猟 を 禁止 する モラ トリ アム が 、 人 口 に 十分 な 情 
報 を 与え られ た た め に ます ます 懸念 され る 政府 か ら の 圧力 を 受け て 、1986 年 に 
な っ て か ら で し た 。 


委員 会 は 当初 か ら 、 環 境 保 護 諭 者 が 主張 する 種 の 保護 要件 で は な く 、 経 済 的 配慮 
の 影響 を 受け て いま し た 。19 か 国 が これ を 順守 し 、 割 当 を 設定 し て いま す が 、 
それ を 強制 する こと は で きま せん 。 今日 、 ノ ルウ ェ ー や 日 本 の よう な いく つか の 
国 は 、 実 際 に は 偽装 され た 商業 捕 伏 で ある に も か か わら ず 、 科 学 的 研究 と 研究 の 
名 目 で 商業 捕鯨 に 対す る モラ トリ アム を 回 避 し よう と し て いま す 。 ク ジラ の 生存 
の た め の 戦 い は まだ 終わ っ て いま せん 。2006 年 10 月 17 日 、 ア イス ラン ド は 商業 
捕鯨 を 再開 する 意向 を 発表 し 、 数 日 後 、 最 初 の クジ ラ が 殺さ れ 、 層 殺さ れ ま し た 
。 す べ て を 最初 か ら や り 直 す 必 要 が あり ます 。 


クジ ラ は 私 た ち に と っ て 野生 の 世界 の 象徴 で す 。 し か し 、 ク ジラ 、 イ ルカ 、 キ ラ 
ー ク ジラ 、 ポ ルポ イズ 、 ベ ルー ガク ジラ 、 マ ッ コ ウ ク ジ ラ 、 ク ジラ は 「 文 明 化 さ 
れ た 」 存 在 で あり 、 歌 や 音楽 を 知り 、 洗 練 さ れ た 言語 は 言う まで も な く 、 開 発 さ 
れ た 言語 で 互い に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り ます 。 


それ で も 、 私 た ち は 自 分 の 惑星 より も 他 の 惑星 や 銀河 に 知 的 な 存在 が 存在 する こ 
と を 考え る 傾向 が あり ます 。 そ の よう な シナ リオ が 現在 地球 上 で 展開 され て いる 
こと に 気付 か ず に 、 パ ラ レ ル ワー ルド と 銀河 文明 の 物語 を 作り 上 げた SF 作家 は 
何人 いま すか ? 


「 お そら く 私 た ち は 今 、 人 間 と は 完全 に 別 の 新しい カテ ゴリ ー の 動物 を 確立 する 
必要 が あり ます が 、 知 性 、 社 会 組織 、 そ し て 人 間 に 匹 英 す る 意識 を 与え られ て い 
ます 。 こ の 可能 性 を 受け 入れ る の に 十分 な 謙虚 さ が あ れ ば 、 お そら く 私 た ち は 人 
生 を 理解 する 新しい 時 代 の 先端 に いる こと に 気付 く で し ょ う 。」 (Horace 
Dobbs、1977) 


クジ ラ 類 は 、 さ ま ざ ま な 人 間 の 文明 の すべ て の 伝説 に 存在 し て いま す 。 イ ヌイ ッ 
ト に と っ て 、 男 性 は 性 的 活力 を 象徴 し 、 女 性 は 養育 者 で 保護 的 な 母親 を 象徴 し て 
いま す 。 古代 ギリ シャ 人 の 間 で は 、 ク ジラ 類 は 神々 と 擬人 化 さ れ た 美徳 、 男 性 の 
愛 と 生き る 喜び に 直接 関係 する メッ セン ジャ ー で あっ た と いう 伝説 が あり ます 。 
ロー マ の 学者 で ある プリ ニー・ ザ ・ エ ル ダ ー は 、 友 情 と 忠実 さ の し る し の 下 で 、 
男性 と イル カ の 間 の この 関係 を 記し て いま す 。 ポ リネ シア の 人 々 は また 、 広 大 な 
太平 洋 を 越え て 肥 決 な 島々 に イル カ を 導き 、 マ オリ の 航海 士 を ニュ ー ジ ー ラ ンド 
の 海岸 に 背負 っ て サイ クロ ン に 湧 れる の を 防い だ の で 、 イ ルカ を 尊敬 し て いま す 
。 カ ナダ の イン カ 人 の 間 で も ペル ー の イン カ 人 の 間 で も 、 い くつ か の 神話 で は 、 
シャ チ や キラ ー ク ジラ の 強 さ と 勇気 が 強調 され て いま す 。 ブ リティ ッシュ コロ ン 
ビア 州 の イン ディ アン で ある ヌー トカ の 伝説 に よる と 、 超 自然 的 な 力 に 恵まれ た 
白い オオ カミ が シャ チ に 変わ っ た と いう こと で す 。 そ の 日 以来 、 キ ラー クジ ラ は 
白く 発見 され 、 オ オカ ミ の よう に 群れ を な し て 移動 し て いま す 。 イ スラ ム の 伝統 
で は 、 ク ジラ は 水 に 浮か ぶ 地 球 を 支え 、 世 界 の 創造 の 基礎 と な る 存在 で す 。 そ れ 
が 動く と き 、 そ の 動き は 地震 を 引き 起こ し ます 。 (クジ ラ と イル カ 、 エ ディ ショ 
ン Elsa、1998 年 ) 
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